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第 14回全国空手道指導者研修会の開催について 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、表題の研修会をスポーツ庁の国庫補助金対象事業として、（公財）日本武道館との共催

により、関係団体の協力を得て下記のとおり開催することになりました。平成 24 年度から実

施されている中学校保健体育科における武道の必修化に伴う「空手道」の指導者を育成するプ

ログラムの一環であります。空手道の知識と技術の充実を図り、中学校で空手道の授業を実施

できるようにすること並びに指導者の資質向上を図ることが目的です。 

 なお、本連盟では、研修会受講終了者については、研修実績を勘案して、教員に限り公認初段

位の審査を特別処置として実施いたします。各県責任者及び担当者におかれましては、このこと

を周知徹底していただき、多くの参加者のご派遣をいただきますようご案内申し上げます。 

敬 具 

 

記 

 

１．行事名  第 14回全国空手道指導者研修会 

２．主 催  （公財）日本武道館、（公財）全日本空手道連盟 

 （公財）全国高等学校体育連盟空手道専門部、全国中学校空手道連盟 

３．後 援  スポーツ庁 

４．期 間  令和 5年 8 月 16 日（水）から 18 日（金）まで 2 泊 3 日 

５．場 所  日本空手道会館 東京都江東区辰巳 1-1-20  

TEL 03-5534-1951 ※有楽町線 辰巳駅から徒歩 5 分 

６．参加資格・条件  別紙「要項」参照 

７．参加人数  80 名（調整は全空連事務局が行う） 

８．内 容  別紙「日程表」参照 

以上 



第 14回全国空手道指導者研修会 開催要項 

≪国庫補助事業≫ 

 

１ 趣   旨  平成 24年度から完全実施された中学校武道必修化の充実に向け、日本全国で空手 

道を指導する中学校、高等学校の指導者を対象に、我が国固有の伝統と文化に立脚 

した武道指導者研修会を実施し、中学校武道必修化における教科体育「空手道」の 

理解を深め、空手道の授業指導法及び専門的な知識・技術の充実を図り、もって中 

学校、高等学校空手道指導者の資質向上に資する。 

 

２ 名   称  第 14回全国空手道指導者研修会 

 

３ 主   催  公益財団法人日本武道館、公益財団法人全日本空手道連盟 

公益財団法人全国高等学校体育連盟空手道専門部、全国中学校空手道連盟 

 

４ 後   援  スポーツ庁 

 

５ 期   間  令和 5年 8月 16日（水）から 18日（金）まで  2泊 3日 

 

６ 場   所  日本空手道会館 東京都江東区辰巳 1-1-20 TEL：03-5534-1951 

※東京メトロ有楽町線 辰巳駅下車徒歩 5分 

 

７ 宿 泊 先  ①パールホテル茅場町 東京都中央区新川 1-2-5 TEL：03-3553-8080 

※地下鉄茅場町駅 4b出口から徒歩 2分。 

②パールホテル両国 東京都墨田区横網 1-2-24  TEL：03-3625-8080 

※JR総武線両国駅西口から徒歩 1分／地下鉄大江戸線両国駅から徒歩 7分 

※宿泊申込は、主催者が一括して行う。 

 

８ 参加資格・条件  次の（1）～（2）のすべての条件を満たす者 

         （1）以下の①～⑥のいずれかの条件を満たす者。 

①中学校、高等学校、特別支援学校または特別支援学級の保健体育科教員で

学校長が認めた者。 

②中学校、高等学校、特別支援学校または特別支援学級で空手道授業の授業

協力者（他教科教員を含む）として学校長が認めた者。 

            ③都道府県及び市区町村教育委員会の職員で教育長が認めた者。 

            ④小学校の教員で学校長が認めた者。 

            ⑤保健体育科教員の免許資格を取得見込みの学生（但し 20 歳以上に限る）

で大学が認めた者。 

⑥主催者が認めた者。 

（2）原則、宿泊を含めた全日程に参加できる者。なお、宿泊先は主催者が指定する

上記宿泊施設とする。都合により通いでの参加を希望する場合は、申込書に記

載のこと。 

 

９ 参 加 人 数  80名（調整は全日本空手道連盟事務局が行う） 

 

10 申込先及び期日  〒135-8538東京都江東区辰巳 1-1-20 

公益財団法人全日本空手道連盟 事務局 あて 

〆切  令和 5年 7月 3日（月）必着 

         ※参加の可否について、7月 12日（水）までに事務局よりご連絡 

いたします。 

連絡はメールにて行うため、職場または自宅のメールアドレスを申込書に必ず記

入すること。 

※QRコードより、過去の実施内容や参加申込書のダウンロードが可能。 

日本武道館HP 



 

11 参加者補助   （1）参加費無料。 

（2）旅費について 

①日本武道館が定める交通費（往復）及び宿泊費を補助（ただし、所属団体

等により往復交通費の補助を受けている参加者には補助しない。申込書に

記入すること）。 

②交通費は、研修会への出席を確認の上、終了後に振込による支払いとする。

宿泊費は、主催者（日本武道館）と宿泊施設間で精算するため、参加者に

対して直接的な支払いは行わない。 

③航空券・旅券は各自手配のこと。なお、パック商品の使用は原則不可とす

る。※航空券・旅券の手配は、参加が確定次第行うこと。 

④手配した旅券のうち、航空賃については、購入時の領収書と搭乗半券（コ

ピー・電子データ可）の提出をもって実費精算するので、必ず保管してお

くこと。なお、航空賃の補助は、北海道、四国、九州（沖縄県含む）に居

住地を有する者を対象とし、それ以外は鉄道賃の補助とする。航空賃の額

は、当財団が定める航空賃（スタンダードクラス座席の通常料金相当）を

上限として実費を支給する。したがって早割で上位クラス座席を利用した

場合であっても、早割かつ通常の座席料金までの支払いを原則とする。提

出方法等は参加申込者に対して後日送付する書類を参照のこと。 

 

12 所 持 品    空手道衣またはトレーニングウェア、タオル（実技用）、洗面具、筆記具、健康

保険証、室内履き 

 

13 研 修 計 画    別紙「実施内容・日程表」により実施し、全課程を修了した者には主催者より

修了証を授与する。 

 

14 連 絡 事 項    本研修会が開催中止となった際には、申込書記載のメールアドレスにて中止の

連絡を行う。 

                     

15 そ の 他    （1）参加者には日本武道協議会設立 40 周年記念『中学校武道必修化指導書

（DVD3巻付）』（武道編・空手道編）を無償配布する。 

（2）体調がすぐれない場合（発熱等）は、参加を見合わせること。 

（3）今後、新型コロナウイルス感染症等の影響によって、新たな対策が必要に

なる場合には、運営方法を変更する場合がある。 

（4）主催者は、参加者・関係者の感染に対するいかなる責任も負わない。 

 

16 問合わせ先    ◎全国中学校空手道連盟 会長 石川 周亨 

〒048-1612 真狩村立真狩中学校 北海道虻田郡真狩村字見晴 48 番地  

TEL：090-8901-7566  

 

◎公益財団法人全国高等学校体育連盟空手道専門部 事務局次長 佐藤 彰 

〒254-0821 神奈川県平塚市黒部丘 12-7 神奈川県立平塚工科高等学校 内 

TEL：070-3898-7884 FAX：0463-32-6983 

            

◎公益財団法人全日本空手道連盟 事務局長 高橋 昇 

〒135-8538東京都江東区辰巳 1-1-20 日本空手道会館 

TEL：03-5534-1951 FAX：03-5534-1952（土・日・祝日を除く） 

 

◎公益財団法人日本武道館 振興部振興課 

〒102-8321 東京都千代田区北の丸公園 2-3 

TEL：03-3216-5134 FAX：03-3216-5117（土・日・祝日を除く） 



第１４回全国空手道指導者研修会（令和５年８月１６日～１８日）
実　施　内　容　・　日　程　表

日付

時間

7

朝　　　食 朝　　　食

8 バス出発 バス出発

9

10

11

12

1

2

3

4

5

6

7

8

9

※都合により講師・内容等が変更になる場合があります

5:00

補習・相談

6:00

7:00

午
　
　
　
　
　
　
後

0:30

1:30
開　講　式

【1階 研修室】
2:00

1:20

ホテルへ移動（バス）

1:00

8月16日(水)

中学校武道指導実践法①
「特別支援学校･学級における

空手道授業」
（佐藤　賢一）
【4階  大道場】

中学校武道指導実践法③
「団体形演武」
（野中史子）

【4階  大道場】

⇒終了後、各自でホテルへ

3:00

6:00

中学校武道指導実践法②
「空手道授業の現状」

（岩城公二）

【1階 研修室 →4階 大道場】

8月17日(木) 8月18日(金）

空手道会館へ移動

3:30

学校訪問プロジェクト
模擬授業

【4階  大道場】

テーマ別実習
基本の指導法（石川　周亨）
アクティブラーニングの実践

（井下　佳織）
教材研究（小山　正辰）

【2階　中道場】
【4階  大道場】

2:30

昼　　　食
『中学校武道必修化指導書』

武道編DVD視聴
【1階 研修室】

閉　講　式
【4階 大道場】

11:00
解　散

（希望者：公認段位審査）
11:30

中学校武道指導実践法④
「創作組手」
（小山正辰）

【4階  大道場】

学校武道推進事業の取組について
（日下　修次）【1階 研修室】

受　　　付

記念写真撮影【4階 大道場】

午
　
　
　
　
　
　
前

6:45 6:45

8:00 8:00

空手道会館へ移動

8:45 8:45

9:30

10:30

12:00

11:00

<安全対策>
「空手道における安全配慮と

憲章の求める指導者像」
（日野一男）【1階　研修室】

9:45


